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丸子町腰越地区は依田川の上流域にあたり、丸子町用水路の取水口があ
るなど古 くから重要な位置を占めております。このたび同地区で県単道路
改良工事 (主)上田茅野線腰越が実施されることになりました。
この事業により、古 くから「腰越の土偶」出土地として知られている測

ノ上遺跡の保護が必要になり、関係機関と協議した結果、発掘調査をして
記録保存することになりました。
発掘調査は、事業主体である長野県上田建設事務所から委託を受けた丸

子町教育委員会が、新たに丸子町腰越地区埋蔵文化財発掘調査団を組織し
て実施しました。
調査の結果、縄文時代の住居址や土坑と多量の土器や石器が発見されま
した。また、「腰越の土偶」と時期が近い弥生土器や土器棺墓も発見され、
丸子町の歴史解明のための貴重な成果を上げることができました。
発掘調査は春先の寒い時期から真夏の酷暑のもとで行われ、調査にあた
られた調査員及び作業員の皆様方の苦労には、並々ならないものがありま
した。心から感謝申し上げます。
また調査にあたっては、腰越区、長野県上田建設事務所の各機関、並び

に地権者下村敏 。下村恭両氏、ほか多 くの学識経験者の皆様から御指導・

御協力をいただきこの事業を遂行することができました。
発掘調査報告書を刊行するにあたり、厚 くお礼を申し上げます。

平成 6年 3月

丸子町教育委員会教育長 田 村 虎 雄



例   言

1 本書は、県単道路改良工事 (主)上田茅野線 腰越 に先立ち実施された渕ノ上遺跡の発掘
調査報告書である。平成 4年度分を第二次調査、 5年度分を第三次調査とした。
2 本遺跡の立地については、平成 4年 3月 刊行『渕ノ上遺跡』第 2章 1を参照されたい。
3 本書の作成作業は下記の者により分担した。
出土遺物の整理 (滝沢敬―・千葉剛成 。工藤府子)、 土器拓本図の作成 (工藤)、 遺物実測図の

作成 (工藤・綿田弘実 。贄田 明)、 挿図・図版の作成 (滝沢・工藤・竹内一徳・綿田・贄田)

本文の執筆 滝沢敬一 [第 1章・ 2章 。3章]

贄田 明 [第 4章 1(3)第 1～ 4群土器]

綿田弘実 [第 4章 1(1)・ (2)・ (3)第 5～ 9群土器・ 2・ 3 第 5章]

4 挿図の縮尺はそれぞれに明示してある。
5 石器・石製品写真図版の縮尺は、およそ次のとおりである。
石鏃 1:3、 石錐 1:3、 石匙 1:3、 スクレイパー・使用痕のある剥片 1:3、 原石・石核
1:3、 打製石斧 1:4.5、 磨製石斧 1:4、 磨石・凹石 1:4.5、 石皿 1:5、 石棒 1:6
6 挿図中のスクリーン・ トーンは、各挿図に表示意図を記した。
7 本調査に関する出土品 。図面・写真等の資料は、すべて丸子町教育委員会が保管している。
8 発掘調査団の構成

[調査団]

参   与   五十嵐幹雄・小林重義・関孝一・塩入秀敏・竹内一徳 。綿田弘実
団   長   滝沢敬一

特別調査員   郷道哲章・千葉剛成・贄田 明
調 査 員   井上良子。川村寿一・北沢けさ子・清水啓道・塚越安廣・都築 誠・宮沢博家
作 業 員   青木信仁・石平裕一 。乾 保男 。今井やす子・内堀武人・金子幸雄・川合

進・北沢 聖・北沢安子・北沢れい子・小島雅弘 。小山和朗・斎藤 学・清
水達也・白井喜作・杉原賢治・白井喜作・高野智英・高山匡樹・滝沢寛之・

滝沢富士太郎・滝沢幹夫・土屋和子・中村徳八郎・長張常光・堀内英一郎・

藤田 香・三崎信孝・翠川和昭・武捨栄徳・村山恵美・吉池元子
整理作業員   川村ふじ。清水ふくい 。白井ちか 。中村可寿江・西沢浜江・堀内孝依
[事務局]

事 務 局 長   三好健三

事 務 局 員   滝沢昌樹・工藤府子
監   査   堀内憲明
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第 1章 発掘調査の経過
長野県小県郡丸子町大字腰越字部屋田 。測ノ上地籍は、深山沢川の造る扇状地の扇端部に位置
し、依田川が形成した河岸段丘上にある。この地籍は、明治43年 に弥生時代の容器形土偶が発見
された渕ノ上遺跡が所在する所として古くから研究者の注目を集めてきた。この地区で平成 4～
5年度にかけて県単道路改良工事 (主)上田茅野線 腰越が実施されることとなり、平成 5年 1

月11日 、事業主体である長野県上田建設事務所、丸子町教育委員会の 2者により工事区域内の埋
蔵文化財の保護協議がなされた。その結果、渕ノ上遺跡について事前に発掘調査を実施し、記録
保存を図ることとなった。

調査費は事業主体である上田建設事務所が全額負担し、調査は、上田建設事務所の委託を受け
た丸子町教育委員会が発掘調査団を組織して実施することとなった。

発掘調査は事業主体の工事計画や調査員・作業員の参集できる時期を考慮し、 3月 14日 から8

月 1日 にかけて実施した。また、平成 5年 2月 10日 には事業主体と町教育委員会、町教育委員会
と発掘調査団の委託契約を締結し、文化財保護法第98条の 2第 1項の規定による通知を行った。

第 2章 遺   跡

今回の発掘調査区は、製材工場が建てられていた跡地へ東西40m、 南北44mの範囲で設定し、
基準杭 (A100)を設けた (第 2図)。 基準杭から磁北を通る軸とそれに直交する軸を基準に 1辺
20mの大グリット10区画を設定した。大グリッドの呼称は西から東へ A～ C、 D～Fと し、さら
にこの中を2m四方の小グリッド100区画に区分し、西から東へ 1～ 100の小グリッド番号を付
した。

なお、製材工場の取り壊しが一遍に終わらなかったため、工場の取り壊しに伴って調査区を拡
張していった経過がある。

調査はまず南北方向に3本 と東西方向に1本の トレンチを掘削して遺跡の状態を確認した。そ
の結果、工場の支柱が建っていた場所以外は、遺構の遺存状態が良好であることが判明した。
A・ B・ D・ E区に遺構が集中し、これらの地区に調査の主力を置 く́ことにした。この結果実際
に掘り下げを行った面積は、約756ぶ となった。

遺物の出土地点等については、例えば「A75」 のように、「大グリッド名・小グリッド番号」
と注記することにし、遺物は遺構に伴うもの以外は小グリッド単位で収納し、遺構等の測量は平
板測量と遣り方測量によった。ベンチマークは県道拡幅改良事業の測点 (標高555.51m)を 用い

た。

全調査区のうち土層断面を記録したのは、 1・ 2・ 3・ 4号 トレンチである。 I層 は客土で、
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拳大の礫を多く含む。Ⅱ層は遺物包含層で、拳大の礫を多く含む。黒褐色を呈し、縄文時代中期
の埋甕や石囲炉が検出されている。Ⅲ層はローム層で、黄褐色を呈する。縄文時代の地山面であ
る。本調査区は依田川に面した扇状地末端部にあたるため、全体が北に傾斜している。

第 3章 遺   構

1 住居址
1号住居址 (第 11図、PL-3・ 5)

D20・ 21・ 30・ 29・ 40に位置する。N-30-Eに 主軸をとる柄鏡形敷石住居址である。Ⅱ層の

除去作業中、敷石住居址の主体部と考えられる敷石が認められため精査を試みたところ、石囲炉

が検出された。主体部・張り出し部を確認する。炉を精査し記録後、張り出し部の礫を取り外し
ピット等の精査を行った。埋土は黒褐色粘質土である。壁面の立ち上がりは確認できなかった。

床面は主体部、張り出し部とも敷石がみられる。

敷石は川原石が主体を占めるが、鉄平石も見られる。柱穴は確認できなかった。炉は主体部の

中央やや南西よりで発見された。径65cm、 深さ30cmの方形石囲炉である。主軸長5.5m、 主体

部の直径は3.Omを測る。張り出し部に「ハ」の字状に2個 の立石が置かれていた。土器は非常
に少なく、敷石直上から1点出土した。張り出し部が低く、石囲み状である。 4枚石囲み炉の形
態と出土土器から縄文後期初頭に属すると思われる。
2号住居址 (第 7図、PL-3・ 5・ 6)

B75・ 76・ 77・ 85・ 86・ 87・ 95'96・ 97、 E5'6に 位置する。住居の規模と形態は、主軸を

ほぼ北にとる柄鏡形敷石住居址である。主軸長6.Om、 主体部の直径4.Omである。遺構の状態を
確認するために試掘 トレンチを開けたところ、敷石住居址の主体部と考えられる石敷が認められ

たため慎重にⅡ層を除去した。埋土は黒褐色粘質土で、内部に礫のまとまりが検出された。主体

部の礫を除去し、主体部・張り出し部を確認する。炉および土坑を精査し記録後、張り出し部の

礫を取り外し、ビットなどの精査を行った。壁面の立ち上がりは主体部の北側で検出された。壁

高は10cmで ある。床面は、主体部、張り出し部とも全面に敷石が敷かれていたと考えられるが、
主体部は炉の北側から東側にかけて、張り出し部は主体部と接する部分の敷石が確認できなかっ

た。また、主体部の四隅と北 。東壁に立石が立てられていた。柱穴に関係するとみられるビット

はまったく認められなかった。炉は主体部の中央やや南よりで発見された。長径83cm、 短径70cm、

深さ31cmの 長方形の石囲炉である。炉内から深鉢形土器の破片が出土し、焼土が確認された。掘

り込みが確認されたのは、北東の隅と、西側の一部である。張り出し部が一段高く、基部に埋甕
がある。 4枚石囲炉の形態と出土土器から縄文中期末に属すると思われる。このほか土器片 9、

石棒 3、 磨石 1、 石皿 1が出土した。
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3号住居址 (第 3図、PL-4)
A94・ 95・ 96、 D4・ 5に位置する。Ⅱ層上面で遺構確認のためにあけた試掘 トレンチによっ
て本址を確認した。埋土は炭化物が混在する黒褐色土である。掘り込みが確認されたのは、南壁

と東壁の一部である。住居址の長さは、東西方向で3.4mを測る。本址は、北側に傾斜した斜面
を利用して建てられている。北側、西側の壁は不明である。ピットは2箇所検出されたが柱穴と
思われるものはなかった。本此址の時期は出土土器から縄文前期末葉に属すると思われる。

4号住居址 (第 12図、PL-4)
B94・ 95・ 96、 E4・ 5・ 6・ 14・ 15・ 16に 位置する。Ⅱ層上面でグリッドを掘 り下げたとこ

ろ遺物が密集する箇所がみられたため、周囲を掘り下げて本址を確認した。埋土は黒褐色粘質土

である。壁面の立ち上がりは最高で25cmを 測る。北側と東側の壁の一部は確認できなかった。床

面は黄褐色粘質土である。 4基の土坑が検出されたが、柱穴と思われるものはなかった。本址の
長さは東西方向で4.6mを測る。住居の規模は、径4.6mの 円形の竪穴住居址になると思われる。
時期は、出土土器から縄文中期後葉に属すると思われる。

5号住居址 (第 3図)

A75'76に位置する。焼土と炉体土器が出土しているだけで、平面プランは全く確認できなかっ
た。本址の時期は出土した土器から縄文中期初頭に属すると思われる。

6号住居址 (第 3図、PL-6)
A75・ 76に位置する。石囲炉のみ検出され、全体のプランは確認できなかった。石囲炉は4枚
石囲み炉の形態を呈する。出土土器から縄文中期後葉に属すると思われる。

7号住居址 (第 3図、PL-6)
A84・ 94に位置する。石囲炉のみ検出され、全体のプランは確認できなかった。石囲炉は4枚
石囲み炉の形態を呈する。出土した土器から縄文中期後葉に属すると思われる。

8号住居址 (第 5図、PL-6)
B63・ 73に位置する。石囲炉のみ検出され、全体のプランは確認できなかった。石囲炉は、壊

れており東と南側の石が検出された。出土した土器から縄文中期後葉に属すると思われる。

9号住居址 (第 6図、PL-4)
B57・ 65・ 66・ 67・ 76・ 77に位置する。北側の壁が切られているが、長軸は3.9mを測 り、不
整楕円形になると思われる。中央部に焼土と石囲炉の残骸と思われる石が散乱している。 2号住
居址の北側に隣接し、敷石に使われたと思われる平石が検出された。本址の時期は、出土した土

器から縄文中期後葉に属すると思われる。

10号住居址 (第 6図、PL-6)
B68に 位置する。石囲炉のみが検出され、全体のプランは確認できなかった。石囲炉は壊れて

おり、全体形は確認できなかった。また、焼土が検出された。出土した土器から縄文中期後葉に

属すると思われる。
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11号住居址 (第10図、PL-6)
D45・ 46・ 55・ 56グ リッドに位置する。石囲炉のみが検出され、全体のプランは確認できなかっ
た。石囲炉は、長軸52cm、 短軸50cmを 測る。出土した土器から縄文中期末葉に属すると思われ
る。
12号住居址 (第 10図、PL-6)
D15・ 25グ リッドに位置する。石囲炉は確認できなかった。80cmの石を「ハ」の字状に配置
し、鉄平石と平石を配する。出土した土器から縄文中期後葉に属すると思われる。

2 土 坑 (第 2～ 14図 )

出土した土坑は80基を数える。個々の土坑の詳細については第 1表に記した。
分布範囲は住居址の分布と重なって調査区全体に及ぶが、B区55以東とE区12以南では確認
されていない。

大部分は平面形が円形に近い。規模は直径1.5m～ 2m強の大形 (1・ 12・ 19・ 21・ 24・ 26・

28・ 29・ 32・ 33・ 55・ 57・ 75号 )と 、それ以下がある。

3 埋 甕 (第 15・ 16・ 21～ 24・ 27・ 35図、PL-7～10)

埋甕とした遺構は45基を数える。個々の埋発の詳細については第 2表に記した。いずれも縄文
中期後葉から末葉の第 6群土器に属す。
確実に住居址に帰属すると考えられる埋設土器以外を本項で扱ったが、住居址の過半数が炉址
のみであリプランが把握できなかったことと、分布範囲が住居址の分布と重なって調査区全体に
及ぶため、すべてを屋外埋甕とすることはできない。また掘り込み面を特定できなかったため、
逆位埋甕と住居床面倒置の伏甕との区別ができなかった。

単体の他、 2個が隣接する①l・ 2号、②6・ 7号、③10・ 11号、④30・ 31号、⑤39・ 40号、
⑥43・ 44号など、あるいは3個の⑦3・ 4・ 5号、③20・ 21・ 22号、⑨35・ 36・ 37号がある。こ
れらは①・③が逆位、⑤・⑦ o③が正位と逆位、その他が正位である。大部分が異系統土器の組
み合わせであることが注意される。

4 土器棺墓 (第 13・ 14・ 28図、PL-5)
D68に位置する。Ⅲ層上面で検出された。南西―北東に長軸をとる90× 60cmの楕円形土坑の
中に口を南西に向けた壺形土器が横倒しの状態で埋納されていた。土坑の深さは約20cmを 測
る。土器は弥生前期後半から中期初頭の第 9群土器に属する条痕文系の大型壺形土器である。推
定器高70cm強、胴部最大径約50cmを 測ることから、土器よリー回り大きな土坑を掘 り込んだ
ものと考えられる。
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第 1表 土坑一覧表
番号 区分 位 置

遺物ありA97
D19

形 状

円形、西側 8号土坑により掘削
断面鍋底状
円形、 7・ 9号土坑を切って掘 り
込み、断面鍋底状
7・ 9号土坑により切 られている
ため全体不明、断面鍋底状
9号土坑により切られているため
全体不明、断面鍋底状

遺構 。遺物

、上部から石皿
、第19図 30、 PL-12

遺物なしA93

寸 法

90× 85× 44

直径60 ほぼ円形 第4図、遺物は8号埋甕
I:)9・ 10・ 19。 20 100× 80 平面楕円形、断面鍋底状 第11図、第20図 33、 PL-12
I)22・ 23 短軸130 楕円形と思われ、断面鍋底状 第 9図、第20図32
I)26・ 36 100× 80× 13 平面楕円形、断面鍋底状 第10図、第20図 34、 PL-12

100× 70 平面楕円形、断面レンズ状 第10図、底部から第 6群土器44 D36
46 I)37
I)46 I)36・ 46

D22
D36

10

11
12
13

14

90× 80 平面楕円形、断面鍋底状
100× 60× 26 平面楕円形、断面鍋底状
東西150 断面鍋底状、西壁に立石

A84 不明 東壁一部のみ
A85 ほぼ円形、断面鍋底状
A96 70× 50 平面楕円形、断而鍋底状
′186・ 87・ 96・ 97 直径110 ほぼ円形、断面鍋底状

第 3図

第 4図

A97 直径60

A97 直径50

A97 直径50

A97

ノlヽ79・ 80・ 89・ 90 110× 90

直径40

A88 150× 70 平面楕円形、断面鍋底状
A67・ 77 直径160 円形、断面鍋底状
A69・ 79 60× 50 平面楕円形、断面鍋底状

平面楕円形、断面鍋底状
壁面に焼土

15
16

A98・ 99 直径80 ほぼ円形、断面鍋底状
A98・ 99 直径110

第 4図
第 5図

18

17 B82 110× 80

150× 90

160× 140

B71・ 72
B62

B74
D6

平面楕円形、断面たらい状
底部中央から焼土

90× 80 平面楕円形、断面鍋底状
直径150 円形、断面鍋底状
直径10020 B52

19

21

24
25

26

27
28
29

32
33

B53・ 54・ 63・ 64 直径150 平面不整円形、断而鍋底状
北壁を18号土坑が切る

22 B53・ 54 平面楕円形、断面鍋底状
17号土坑を切って掘り込み

80× 70 平面楕円形、断面鍋底状
150× 140 平面不整楕円形、断面鍋底状
70× 50

23 B64

D6・ 7・ 16・ 17 平面楕円形、断面鍋底状
内部に80× 60の土坑掘り込み

第 3図

第 4・ 10図

第12図B94・ 95E4・ 6 直径120 4号住居内
E13・ 14・ 23・ 24 250× 200 平面楕円形、断面鍋底状
E16・ 17・ 26・ 27 250× 210

30 E19・ 29 120× 100 平面楕円形、断面たらい状
31 C91・ Fl 直径60 平面円形、断面鍋底状 第 8図

第 9図D22 135× 110 平面楕円形、断面鍋底状
D22・ 23 165× 150 平面楕円形

4号住居内
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番号 区分 位 置 寸 法 形 状 遺構・遺物
35 遺物なし E6 直径60 4号住居内 第12図
36 直径30 4号住居隣接
37 D33 直径50 平面不整円形、断面鍋底状 第9図
38 D23 40× 30 平面不整楕円形、断面鍋底状
39 D23 60× 40 平面楕円形、断面鍋底状
40 I)23 直径40 平面円形、断面鍋底状
41 D24 直径40
42 D26 90× 60 平面楕円形、断面鍋底状 第10図
43 I)17・ 27 130× 90
45 E20・ 30Fll・ 21 直径30 平面円形、断面鍋底状 第8図
47 I)27・ 28 70× 50 平面楕円形、断面鍋底状
48 D38 60× 40
49 D38 70× 60
50 D23・ 33 160× 90 第 9図
51 D49 60× 50
52 D50 70× 50
53 D50・ E41 直径100 平面円形、断面鍋底状
54 I)50・ 60 150× 130 平面不整楕円形、断面鍋底状
55 I)32 150× 130 平面楕円形、断面鍋底状 第9図
56 I)42 70× 50
57 D43・ 44・ 53・ 54 200× 150 平面不整楕円形、断面たらい状
58 I)45・ 55 60× 50 平而楕円形、断面鍋底状
59 D56 60× 50 第14図
60 D55 80× 50
61 I)56・ 66 100× 70
62 D57 70× 50
63 D57 直径60 平面円形、断面鍋底状
64 [)67 70× 50 平面楕円形、断面鍋底状
65 D52 長軸120 形状不明、西側調査区外 第 9図
66 D53 直径60 平面円形、断面鍋底状
67 D62 長軸120 形状不明、西側調査区外 第13図
68 D73 70× 60 平面楕円形、断面鍋底状
69 D63・ 64 130× 100
70 D76 100× 70 平面不整楕円形、断面鍋底状 第14図
71 I)76 100× 80 平面楕円形、断面鍋底状
72 D76・ 77 90× 60
73 I)68 110× 80 平面楕円形、断面レンズ状
74 1)68 80× 4() 平面楕円形、断面鍋底状
75 D70・ E61 200× 100 平面不整楕円形、断面鍋底状
76 I)74・ 75 直径100 平面不整円形、断面鍋底状 第13・ 14図
77 I)84・ 94 120× 90 平面楕円形、断面鍋底状 第13図
78 D95 110× 90 平面楕円形、断面鍋底状
79 D95・ G5 140× 120 平面不整円形、断面鍋底状
80 D96・ G6 160× 90 平面不整楕円形、断面鍋底状
81 D57 直径80 第14図
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第 2表 埋甕一覧表 「遺構」は平面図と遺構写真、「土器」は実測図と写真
番号 区分 位 置 土 層 形  状 遺 構

2号埋甕の北側に隣接、掘 り込
み不明逆位 A78 Ⅱ層上面

Fi78・ 88 ク  、 PL-7

土 器
第21図 35、 PL-13
第21図 36、 PL-13
第21図 37、 PL-13
第21図 38、  PL-13
第21図 39、  PL-13
第21図 40、  PL-13
第21図 41、 PL-13
第21図42
第21図 43、 PL-13
第22図 44
第22図 45

第22図 49、  PL-14
第22図 50、 PL-14
第22図 51、 PL-14
第23図 52、 PL-14
第23図 53、 PL-14
第23図 54、  PL-14
第23図 55、  PL-14
第23図 56

第23図 58、 PL-16

第23図 61
第23図 62、 PL-15
第23図 63、 PL-15
第23図 64、 PL-14
第24図 65、 PL-15
第24図 66、 PL-15
第24図 67

第24図 68
第35図 350～ 352
第24図 69

1

11

14
15

17

A94・ D4
1号埋甕に隣接、掘り込み不明
掘り込み不明
3号住居に隣接、掘り込み不明
上部に石を含む、掘り込み不明

Ⅲ層上面 掘り込み不明

第4図

第 3図、
正位 D4
逆位 D4
正位 D5
逆位

正位 Ⅱ層上面
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第 4図

第 5図、

ク  、 PL-8

ク  、 PL-8

A97

10 逆位 A98 11号 と並列、掘り込み不明
10号 と並列、掘り込み不明

12 正位 D6
13 D7

底部のみ出土、掘り込み不明 第 3図
Ⅲ層上面 掘り込み不明

第 5図、

第22図 46
第 4図、PL-8 第22図 47、 PL-14

第22図 48B72
B73

16 B68 底部出土、掘り込み不明 第 6図
B68 Ⅱ層上面 掘 り込み不明

18 B78
19
20

28

31

B92
Ⅲ層 [1面

21 逆位
22 正位

Ⅱ層上面
Ⅲ層 L面

23 B100 Ⅱ層上面 第8図、PL-9 第23図 57
24 逆位 C81
25 D3
26 D4
27 D22

第10図

D23
第 9図、PL-9 第23図 59、 PL-14

第23図 60、  PL-14
29 正位
30

Ⅲ層上而
I)43 31号 と並列、掘り込み不明

30号 と並列、掘り込み不明
32 逆位 I)62 Ⅱ層上面 掘り込み不明
33 正位 D35 Ⅲ層上面
34 逆位 D47

第13図、
第10図

35 正位 D29
36 D29
37 35号 と並列、掘り込み不明

ク  、 PL-10
37号 と並列、掘り込み不明 第11図、

38 I)28 掘 り込み不明
40号‐と並列、掘り込み不明 第12図、
39号 と並列、掘り込み不明
上部に平石を蓋状に配す
掘り込み不明

第24図 70、  PL-15

PL-10 第24図 71、 PL-16
第24図 72

39 E12

40 逆位 E13

41 正位
42 逆位 E23
43 正位 F21
44

44号 と並列、掘り込み不明 第8図、
43号 と並列、掘り込み不明
掘り込み不明

」■■ぃL_

45 G7
第24図 73、 PL-16
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第 4章 遺   物

1 縄文土器
(1)縄文土器の概観
今回の調査による出土土器は、未接合の状態で収納用コンテナ300箱 に上る。時期は縄文時代

早期から晩期、弥生時代中期初頭に及んでいる。おおよそ90%以上を縄文中期が占め、前期がこ
れに次ぎ、その他は少量である。縄文早期・後期は特に少ない。縄文中期のなかでは、加曽利 E
Ⅲ式前後の後葉段階は出土量が断然多く、初頭段階がややまとまり、中葉段階は少ない。

本章では便宜的に弥生土器も含めて次のように分類する。多量に出土した中期後葉については

類別を適宜細別段階や型式比定して記述する。各類の折衷的な個体が存在すること、唐草文系Ⅳ

段階の土器と曽利V式土器とが近似することなどから、必ずしも明確に分類できない。報告に当
たっては、住居跡、土坑、屋外埋甕の順に遺構出土土器を説明し、遺物包含層出土土器は分類に

従い時期を追って資料を説明する。

第 1群土器 縄文早期
1類 押型文土器、 2類 早期末葉の条痕文土器、 3類 石山式土器

第 2群土器 縄文前期中葉
1類 有尾式土器、 2類 有尾式期の沈線施文土器、 3類 黒浜式土器、 4類 縄文施文土
器、 5類 底部

第 3群 前期後半～末葉
1類 諸磯 a式土器、 2類 諸磯 b式土器、 3類 諸磯 c式土器、 4類 前期末葉の土器、
5類 北自川下層Ⅱ式土器、 6類 縄文施文土器

第4群 縄文中期初頭
1類 五領ケ台 I式土器、 2類 五領ケ台Ⅱ式土器、 3類 五領ケ台式終末期或いは直後の
土器

第 5群 縄文中期中葉
1類 勝坂式土器、 2類 焼町土器

第 6群 縄文中期後葉
1類 唐草文系土器 (同 I～ Ⅳ段階)、 2類 佐久地方に分布する沈線地文土器 (おおむね
1類 に併行)、 3類 曽利系土器 (曽 利 I～ V式併行)、 4類 加曽利 E式土器 (同 I～Ⅳ
式)、 5類 圧痕隆帯文土器 (同第 I・ Ⅱ群)

第 7群 縄文後期
1類 後期前半の土器、 2類 後期後半の土器
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第 8群
1類

第 9群

縄文晩期

晩期前半の土器、 2類 離山段階の土器、 3類 氷式土器
弥生前期後半～中期初頭

(2)遺構出土土器
① 住居址出土土器
1号住居址 (第 17図 1)無 文深鉢の胴下半部である。比較的小形で器壁は薄手である。敷石

住居に伴う土器であるが、この地域では中期末葉なら無文土器はほとんど認められないため、第
7群 1類 に属す可能性がある。
2号住居址 (第 17図 2・ 3、 第27図97～99)3は 主体部の埋甕である。底部から直線的に開

く厚手の胴下半部のみで、単位の多い幅広の縦位沈線間に縄文を充填する。これに伴出した99は

平行垂下する微隆起帯で縄文・無文部が区画される。 2は敷石下から出土した大形深鉢の胴上半
部である。口縁部の横位隆帯に接して無文部で渦巻状の意匠を描くらしい。胴中位の破片は口縁
部文様とのつながりが不明であるが、下位に向けて懸垂文が見られる。97・ 98は炉址内から出土
した同一個体で、上下に対向する沈線のU字状文が無文部で描出される。いずれも第 6群 4類
の加曽利 EⅣ式であろう。
3号住居址 (第 17図 4・ 5、 第35図 345～ 349)4・ 5と も第 3群 4類 に属 し、筒状の胴部を

半裁竹管による半隆起線文で縦位区画する深鉢である。 4は陰刻による円文列、太い凹線文を交
えた渦巻文・三角文を描く。 5は 口縁部が開き、押圧した粘土紐で無文部の上下を画し、口唇部
は突起間に隆帯を貼付する。胴部は上位に渦巻、下位にX字状の意匠を配し、狭い凸面で描出
する。345～ 348は 5と 同じ口縁部文様である。349は 口唇部を刻み、縦位の沈線を充填する。
4号住居址 (第 18図 11～20)第 6群が多量に出土し、11・ 12は 4類、13～16は 3類、17は 2

類に属す。11・ 12は回縁部には楕円区画文と入り組んだ渦巻文、胴部は 2・ 3条の沈線で縦位区
画する。12は 4単位の三角突起をもち、胴部に蛇行沈線を描く。13～16は櫛歯状工具による条線
を地文とする。13・ 14は回縁部に渦巻文と楕円区画文がめぐる、 4類 と折衷した曽利系土器であ
る。13は沈線で縦位区画し、条線を鱗状に充填し2類の地文と通ずる。16は波頂下に太い沈線で
縦位の渦巻文・蕨手文を4単位描き、この間にV字状の意匠を配する。15は口縁部文様がなく、
全面に条線をコンパス状に施文するもので、曽利系土器とも言い切れない。17はいわゆる両耳壺
である。おそらく4個の把手外面・側面に沈線文を施し、肩部の楕円文と連結した小渦巻文が付
随する。把手間にはよく巻いた渦巻文を隆帯で描く。18～20は小形の両耳壺である。いずれも無
文の日縁部を隆帯で画し、18。 19に は小突起がある。胴部文様は18は摩減して不明、19は縦位区
画文、20は縄文である。
5号住居址 (第 17図 6)第 4群 1類 に属す胴上部のみの炉体土器である。括れ部を陰刻文帯

で区画し4単位の貼付文を配す。ここから結節隆帯が垂下して渦巻文が沿い、余白には三角文な

-9-



■■ロロロロロ

どを描いて陰刻文で縁取り、細線文を施す。

6号住居址 (第27図 106・ 107)第 6群 2類に属す深鉢胴部である。沈線文を106は 曲線的、107
は曲線的な鱗状に施す。

7号住居址 (第 18図 21・ 22)21は炉址内から出土した 1単位の把手が付く小形壺で、逆 U字
文を描く。22は両耳壺で、胴部に逆 U字文と蕨手文を交互に描 く。いずれも第 6群 4類 に属す
加曽利 EⅢ 式土器である。

8号住居址 (第 17図 8～10)第 6群 4類の加曽利 EⅣ式平行垂下文の深鉢である。いずれも
炉址内から出土したが個体は異なる。10は縄文が微隆起帯上に被っている。

9号住居址 (第 19図23～ 27、 第27図 100～ 102)い ずれも第 6群で、 4類 に属す23以外、 2類
の24・ 25、  3類の26・ 100～ 102も 口縁部は楕円区画文と結合した渦巻文である。埋甕の23は楕円

区画文が大きく、胴部の縦位区画沈線、蛇行沈線とも縄文施文後に描く。大形の25は頚部に狭い

無文帯が見られ、胴部の縦位区画は隆帯である。24は 回縁部文様が沈線で描かれる。地文は縦位
の短沈線であり、佐久地方で一般的ではない。26、 同一個体の100～ 102は 4類 と折哀した曽利系
土器であろう。27は 口縁部が幅狭の鉢形土器で、肩部に4類の文様を描く。
10号住居址 (第25図 81、 第26図 87・ 88)敷石をもつ石囲炉に伴うか明確ではないが、D-15
グリッドからは第 6群 2類の88、 4類の81・ 87が出土した。88は羽状沈線の地文である。81は 口
縁部に4単位の突起をもつ加曽利 EⅢ 式で地文は複節縄文、87は 回縁部が強く内湾する平行垂下
隆帯の同Ⅳ式である。
11号住居址 (第 17図 7)第 6群 4類の深鉢胴下半部である。上端が尖る4単位の逆 U字状文
を描く加曽利 EⅣ式である。
12号住居址 (第 19図 28。 29、 第20図31)石囲炉に伴う土器は明確ではないが、図示した個体
は第 6群に属す。28は 27同様 4類の回縁部文様を肩部にもつ鉢、29は回縁部が屈曲して外反する
無文浅鉢である。31は波状口縁を呈し、横帯文を失って太い沈線で縦位区画文と蕨手文を描く4

類加曽利 EⅢ 式である。

② 土坑出土土器
D-19土坑 (第20図33)第 6群 4類 に属す加曽利 EⅢ 式の大形深鉢である。口縁部文様帯は

渦巻文が小さく付随的となり、胴部の縦位区画沈線文は上端が閉じる。地文は複節縄文である。

D-22土坑 (第20図32)第 6群 2類の深鉢で、日縁部の渦巻文・横帯下端の隆帯上に圧痕を
施す。胴部は3～ 4条の沈線で縦位区画し、羽状沈線地文を施す。内湾する器形は 1類の樽形深
鉢由来かもしれない。
D-36土坑 (第20図34)第 6群 1類の樽形深鉢で回唇部内面を蓋受状に作る。口縁部に無文

部を残して隆帯の横帯文がめぐり、日縁部の渦巻文を起点として胴部を8単位以上に縦位区画す
るらしい。この間に上向きの剣先文を伴う大柄渦巻文を描く。地文は一部羽状の斜行沈線である。
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D-46土坑 (第19図30)第 6群 4類の深鉢である。胴部を縦位区画する2本一対の沈線と上
端でつながる蛇行沈線を、縄文施文後に描く。

③ 埋甕
すべて第 6群に属すため、類別のみ記す。隣接する埋甕どうしはまとめて説明する。
1・ 2号埋甕 (第21図 35・ 36)1号 の35は 2類、 2号の36は 4類である。35は 口縁部に6単

位の渦巻文がめぐる。渦巻自体が横位隆帯でつながり区画文が目立たない。胴部は隆帯で縦位区
画され、羽状沈線を施す。36は日縁上部に4単位配した渦巻文から、左下ヘクランク状に伸びる
隆帯が文様帯下端で小渦巻を作る。胴部上端でつながる沈線文が狭い無文部で縦位区画するのこ

れらは加曽利 EⅡ 式の新しい時期の土器であろう。
3・ 4・ 5号埋甕 (第21図37～39)3号 の37は縦位に半回転ずつ入念にコンパス施文した蛇

行条線文である。 4号の38は 4類で、楕円区画文と一体化した渦巻文が 6単位めぐり、 2本一対
の低い隆帯が垂下して胴部を区画する。 5号の39は 4類 と折衷した 3類である。渦巻文に接して
円文を配する。胴部は沈線で縦位区画し、直線的な条線を地文とする。
6・ 7号埋甕 (第21図 40・ 41)6号 の40は 4類、 7号の41は 2類である。40は 36と 似て口縁

部文様帯の上下に渦巻文を配し、下端の隆帯に接して沈線が胴部を縦位区画する。41は 口縁部文
様帯を有し、縦位区画した胴部はやや不揃いの羽状沈線を施す。
8。 9号埋甕 (第21図 42・ 43)8号 の42は 4類で、40と 似た文様構成をとる。 9号の43は 2

類で、 1類の樽形深鉢を原型とするらしい。渦巻文から横位連結、縦位懸垂する2本併走の隆帯
が胴部を区画し、鱗状沈線を施す。
10。 11号埋甕 (第22図 44・ 45)10号の44は 5類、11号の45は 4類である。44は 6単位の圧痕
隆帯が口縁部を横走して左端に環を作り、ここから胴部を垂下する。胴中位に垂下隆帯に接して

横C字状の隆帯を貼付する。内湾する器形や隆帯の形態から、加曽利 EⅢ 式並行の圧痕隆帯文
土器第Ⅱ群に属すであろう。45は 口縁部の横位隆帯から垂下する低い隆帯が胴部を6単位に区画
し、全面に縄文を充填する。隆帯の脇はなぞりを施す。加曽利 EⅢ 式であろう。
12号埋甕 (第22図46)4類 の底部で、 3条単位の縦位沈線間に縄文を施す。
13号埋甕 (第22図47)1類 の唐草文系土器Ⅳ段階か、 3類 曽利V式の新しい段階であろう。

胴部を等間隔に縦位区画し、無文部と羽状沈線部を交互に配す。沈線は細く鋭い。
14号埋甕 (第22図48)4類 の胴下半部の破片で、縦位沈線間に逆 U字状文が見える。加曽利

EⅢ式の新しい段階であろうか。
15号埋甕 (第22図49)1類 の樽形深鉢を原型とする2類である。口縁部に4単位配したS字

状渦巻文から圧痕隆帯が垂下し、これを中心にU字状隆帯で胴部を区画する。羽状沈線を施し
た後、隆帯間に横位弧状の沈線を3・ 4段描く。
16。 17号埋甕 (第22図 50・ 51)16号の50は隆帯下端をU字状に閉じて更に底部付近まで垂下
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